
 

 

 

 

  

子供は、親のする通りに育つ 
                                    教頭  嶋 広志 

「自分の子を育てるのも大変だ」と、以前、同僚のＡさんが、次のような話をしてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この話を聞いて、親としてあるべき姿を感じました。子供にとっては、自分のしたことが原因で親に

頭を下げさせるのは、非常につらいことです。お説教以上に、もう二度と親にこのようなことをさせて

はいけない、と強く決心するものです。 

 「子供は、親の思うようには育たぬ、親のする通りに育つ」という昔からの警句が正しければ、Ａさ

んのお子さんは、正直に謝ることができる青年に育っていることでしょう。子供が自ら学習するように

なるには、読書好きになるには、ルールやマナーを守るようになるには、親として何をするべきなのか、

を考えさせられます。 

Ａさん夫婦は、親として謝るだけでなく、頭を下げる姿を息子に見せることで同じことを繰り

返させないための親心だった、と言いました。言葉だけで子は育ちません。また、「子育てはブー

メラン」とも言われます。どんな子育てをしたか、１０年後、２０年後、親自身に戻ってくるとも

言われています。 

～～～ かつて聞いた講演会の話から ～～～  

「この子は私の宝です」と息子の前で周りの人に言い続けた母親。子供が大人になり、その子が

周りの人に言った言葉は「母は私の宝です」でした。子供からそうのように言ってもらえたら、親

冥利に尽きます。子供の人格は３歳までに６５％、１０歳までに９５％ができあがると言います。

５％にかけましょう。気づいた時が出発点、と話されていました。明日から夏休み。お子さんと生

活する時間が増えます。子供が自ら学習するようになるには、読書するようになるには、交通ルールを

守るようになるには、まず親として何を行い、何を見せるか、よい機会となります。 

 ８月２６日(月)から、夏休み明けの授業が再開されます。今後とも、保護者・地域の皆様のご支援、

ご協力をよろしくお願いいたします 
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「お子さんにけがをさせるような事をしてしまい、本当に申し訳ありませんでした。」 

Ａさん夫婦と坊主頭のお子さん３人は、畳に手をついて謝りました。 

ことの発端は、中学の部活動が始まる前のふざけでした。プロレスの技をかけて、友達の腕を 

骨折させてしまったのです。救急車で病院に運ばれ、手術までしたとのことでした。相手方に 

謝りに行く前、Ａさんは子供の気持ちを確かめました。けがをさせるつもりではなかったが、 

骨折させてしまい本当に悪いと思っている、きちんと謝りたい、とのこと。Ａさんは「申し訳 

ないという誠意を形にすることが大切だ」と子供に言いました。その結果、その子のとった行 

動が坊主頭でした。「坊主頭にして、反省したんだね。君の気持ちはよくわかったよ。」 

相手方の父親がＡさんの子供の頭を見ながら言いました。その父親も、かつて若い時に、車で 

小さな子供に怪我をさせてしまったそうです。謝っても謝っても謝りきれない。しかし相手方 

のご両親に、本当に申し訳なかったという気持ちを理解してもらうために、坊主頭にして謝り 

に行ったそうです。そうした自分の経験から、子供の気持ちを察してくれた、とのことでした。 

Ａさんはホッとすると同時に、自分の子育てに足りなかった何かを感じた、と言っていました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜７・８・９月の行事予定＞ 
 

７月２０日（土）～８月２５日（日）夏季休業日 

２０日（土）戸田市サイエンス・フェスティバル＜会場：芦原小学校＞ 

８月１１日（日）山の日 

１１日（日）～１６日（金）学校閉庁日 

２3 日（金）学校運営協議会 

 

２６日（月）前期後半はじまりの会  短縮４時間授業 

  ２７日（火）１年３時間授業  ２～６年4 時間授業  ２～6 年給食開始 

  ２８日（水）１年３時間授業  ２～６年4 時間授業  学年集会 

  ２９日（木）１・２年４時間授業  1 年給食開始   

  ３０日（金）１・２年4 時間授業 

９月 ２日（月）シルバー見守り活動（ピンクベスト） 

４日（水）４年生活習慣病予防検診 

５日（木）～１１日（水）個人面談  短縮５時間授業 

   １２日（木）４年校外学習 

   １３日（金）～２０日（金）短縮５時間授業 

   ２６日（木）３年校外学習 

 

＜学習用タブレットの活用について＞ 
 

約４週間ある夏休みは自分の疑問や興味・関心に応じて、「知りたい」「解決したい」という課題を解決

する経験を積んでほしいと思っています。学習用タブレットを活用できるよう児童が持ち帰りますので、

文房具の一つとして学習や探究活動に大いに役立ててください。       

また、一日の生活リズムを作るためにも、家庭での新たな活用ルールを考えるよい機会だと思います。

各ご家庭でお子さんと共に夏休みのルールメイキングをしてみてください。                                     

＜いじめ根絶のために＞ 
 

児童がインターネットや SNS を利用して不適切なコメントを書き込んだり、写真や動画を投稿したり

することがないよう、ご家庭でも情報モラルの指導をお願いします。ネットゲームを介して相手が嫌が

る内容のチャットをしている例もあります。ゲーム等の使用についてもルールを確認する機会としてく

ださい。 

＜夏休み中の学校閉庁日について＞ 
 

８月１１日（日）~８月１６日（金）は学校閉庁日となります。 

この期間の電話連絡は市教育委員会（０４８－４４１－１８００代表）へお願いします。 

 

 
＜第３回学校運営協議会の開催について＞ 

 

〇日時 令和６年８月２３日（金）１４：００～１６：００  

〇内容 熟議 「学校・教師が担う業務に係る３分類」 

講師 戸田市ＣＳディレクター 福田 晴一 様  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜青少年の非行・被害防止全国強調月間について＞ 

こども家庭庁では、毎年７月を「青少年の非行・被害防止全国強調月間」と定め、今年度は、「インタ

ーネット利用におけるこどもの犯罪被害等の防止」を最重要課題としています。 

御家庭におかれましては、夏季休業期間中のインターネット利用の方法や時間についてお子様と約束

を見直したり、フィルタリングやペアレントコントロールの設定をしたりして、お子様がよりよい生活

を送ることができるよう、青少年の非行・被害防止を意識する機会としていただくようお願いいたしま

す。 

＜060624 不審者対応訓練＞ 

学校内へ不審者が侵入した時に、危険からでき 

るだけ遠ざかり、自分の身を守るための大切な訓 

練を6 月２４日（月）に実施しました。蕨警察署 

生活安全課と連携しました。実際にやってみると、 

とても緊張し、新たな気づきがあり、課題が見え 

てきます。子供たちも真剣に取り組んでいました。 

また、今回の訓練では、6 月１９日（水）教職員 

の事前研修、6 月２４日（月）不審者対応訓練、 

放課後に実施した教職員の事後研修、全て蕨警察 

署に来校していただき、学校の安心安全のためご 

指導をいただきました。 

＜06070８、0711、0712 ＰＴＡイベント着衣泳＞ 

夏休み期間での水の事故防止のため、本校PTA が主催し、戸田市消防本部と連携した「PTA イベント着衣

水泳」を3 日間、実施しました。戸田市消防本部からは数多くの隊員に本校プールにお越しいただきまし

た。ゆっくりプールに入り、衣服に水が含んだときの衣服の重さを確認したり、水中歩行のしづらさを体験

したりしました。また、背浮き体験やペットボトルを使用したラッコ浮きなども体験しました。 

PTA 本部役員の皆様、ご参観いただいた保護者の皆様、そして戸田市消防本部の皆様、ありがとうござい

ました。 



 

 

＜060705 給食試食会＞ 
 

7 月5 日（木）給食試食会を実施しました。１年生の保護者の方々を中心に２５名に参加いただきま

した。 

校長あいさつプレゼンでは、美谷本小学校の約４５年前の給食の状況や現在との違いをお話しまし

た。試食会では、栄養教諭から学校給食の概要や献立をたてたり調理をしたりするときに気をつけてい

ること、工夫していること、家庭へのお願いなどをお話ししました。 

その後、PTA の役員さんが中心となって配膳し、児童が食べているものと同じ給食を試食していただ

きました。試食会を通して、学校での取組の一端をご紹介することができたかと思います。これからも

学校と家庭で連携しながら、児童の健康と成長を支えていきたいと思います。ご多用の中ご参加いただ

きました保護者の皆様、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 
 


